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15
どのシャーレにも夕立を聞かせけり

工藤凱門　盛岡中央高等学校
第18回 俳句甲子園　優秀賞（平成27年）

今月の俳句

　近い将来、発生が予測される「南海トラフ地震」。巨大地震が発生したとき「生き残るために何が
できるのか？」をテーマに９月17・18日、大学生防災サバイバルが実施されました。

　
消
防
士
を
目
指
し
て
い
て
、
経
験
を

積
み
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
鎌
田
さ

ん
の
話
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
「
デ

ジ
タ
ル
で
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
を
大
切
に
」

と
い
う
こ
と
。
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、

人
同
士
の
つ
な
が
り
、助
け
合
い
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
＝
ア
ナ
ロ
グ
）

が
大
切
。
２
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
友

人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
大
学
生
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
や

将
来
の
役
に
立
つ
と
考
え
、
参
加
し
ま

し
た
。
災
害
時
に
口
で
あ
れ
こ
れ
言
う

の
は
簡
単
だ
け
ど
、
実
際
に
行
動
に
移

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
土
の

う
積
み
は
大
変
で
し
た
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
大
切
な
行
動
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

人
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
切

矢
儀
田
　
和
輝
さ
ん

（
石
風
呂
町
）

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切

高
松
　
彩
花
さ
ん

（
枝
松
一
丁
目
）

大学生防災
サバイバル
大学生防災
サバイバル大地震で生き残るすべを学ぶ大地震で生き残るすべを学ぶ

　
地
域
防
災
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
サ

バ
イ
バ
ル
。
８
月
に
引
き
続
き
、
２
回
目
と

な
っ
た
今
回
は
大
学
生
37
人
が
参
加
。
１
日

目
は
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
火
お
こ
し
、
土

の
う
積
み
な
ど
の
体
験
学
習
を
、
２
日
目
は

市
保
健
所
・
消
防
合
同
庁
舎
で
ロ
ー
プ
渡
り
・

起
震
車
体
験
、
応
急
手
当
て
実
技
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
別
講
師
を
務
め
た
元
横
浜
市
消
防
局
消

防
訓
練
セ
ン
タ
ー
体
育
訓
練
担
当
教
官
の
鎌

田
修
広
さ
ん
は
「
災
害
現
場
で
は
何
よ
り
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
ど
れ
だ
け

能
動
的
に
動
け
、
他
人
を
思
い
や
れ
る
か
で

結
果
が
変
わ
っ
て
く
る
。
日
ご
ろ
か
ら
有
事

に
備
え
、
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち
、
少
し
で

も
生
き
延
び
る
確
率
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
参
加
し
た
学
生
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
訓
練
に
あ
た
り
ま
し
た
。

土のうを積む訓練

食事を食べさせあい、気遣いの心を養う 火おこしの方法を説明する鎌田さん（左）

ヒューマンチェーンを使った救助訓練

ロープ渡り訓練

総
務
課

926
９
１
０
４
・

926
９
１
４
４

■松山市民文化祭美術展
　入賞作品紹介･･････ 別刷

■ 使用済み小型家電の回収　
ボックスを設置･･････ ２面

■市民ガイド････････３～７面

■愛媛FCマッチシティ
　松山市の日････････････８面
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推進課
毎月１日・15日
948-6705　 934-2578
http://www.city.matsuyama.ehime.jp/

主 な 内 容

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
ま
た
　
お
役
に
立
ち
ま
す

http://www.city.matsuyama.ehime.jp/

